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総
務
民
生
委
員
会 

　補正予算の主なものは―   
●子宮けいがんなど予防接種事業 　　2529万円 

●清掃センター維持管理経費　　　　　776万円 

●農地利用状況実態調査業務　　　　　317万円 

●災害復旧工事（鈴串川）　　　　　　355万円 

●基金積立金　　　　　　　 　　２億5000万円 

　一般会計補正予算、国民健康保険税条例の 

一部改正、鳥羽市基本構想の改定、鳥羽市議 

会基本条例の制定など15議案を審議しました。 

「12月議会報告」 「12月議会報告」 
   

　
審
査
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

（
平
成
２２
年
度
鳥
羽
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
出
・
総
務
費
） 

 
問
　
積
立
金
で
、
減
債
基
金

１
億
５
０
０
０
万
円
、
財
政

調
整
基
金
５
０
０
０
万
円
を

積
み
立
て
る
よ
り
も
、
今
、

産
業
や
市
民
の
暮
ら
し
が
大

変
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
有

効
に
使
用
し
た
ほ
う
が
鳥
羽

の
経
済
効
果
が
高
ま
る
の
で 

は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　 

答
　
地
方
財
政
法
の
規
定
に

よ
り
、
剰
余
金
に
つ
い
て
は

翌
々
年
度
ま
で
に
２
分
の
１

を
く
だ
ら
な
い
金
額
を
基
金

に
積
み
立
て
る
規
定
な
ど
が

あ
る
。
今
ま
で
実
施
し
て
こ

な
か
っ
た
の
で
、
今
年
度
は

２
分
の
１
以
上
を
積
み
立
て

た
い
。 

 

問
　
市
と
し
て
積
極
的
に
補

正
予
算
を
組
ん
で
、
政
策
を 

   

実
施
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど 

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　 答
　
今
回
、
国
の
補
正
予
算

が
成
立
し
て
い
る
の
で
、
一

般
財
源
を
使
い
な
が
ら
補
正

予
算
を
計
上
し
た
い
。 

 

問
　
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
維
持

活
性
化
貸
付
金
に
つ
い
て
、

貸
付
を
行
う
の
だ
か
ら
、
新

体
制
で
の
運
航
会
社
の
経
営

状
況
を
、
常
に
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
く
意
識
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

          

答
　
本
市
は
新
会
社
の
株
主

で
も
あ
り
、
そ
の
中
で
経
営

状
況
は
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
。
貸
付
を
行
う

以
上
、
毎
年
の
経
営
状
況
を

報
告
し
て
も
ら
う
よ
う
に
考

え
て
い
る
。 

  

（
歳
出
・
衛
生
費
） 

問
　
予
防
接
種
事
業
（
子
宮

け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
小
児
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
）
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

答
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
、
医
師
会
と
の
調
整
、

電
算
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
市

民
へ
の
周
知
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
議
会
で
承
認
さ
れ
た

ら
、
２
月
以
降
の
実
施
を
見

込
ん
で
い
る
。 

 

（
議
案
第
６２
号
　
鳥
羽
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
） 

　
こ
の
議
案
は
、
市
長
か
ら

議
案
撤
回
の
請
求
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
議
会
と
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
答
申
を
受
け
て
提
出
さ
れ

た
議
案
を
、
上
程
後
数
日
の

間
に
撤
回
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
撤
回
の
理
由
、
議
案
取

り
扱
い
の
観
点
等
も
考
慮
し
、

不
許
可
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
審
査
を
行
な
っ
た
結
果
、

今
回
の
国
民
健
康
保
険
税
の

値
上
げ
案
は
、
現
在
の
経
済 

     

　
審
査
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

  （
平
成
２２
年
度
鳥
羽
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
出
・
総
務
費
） 

 

問
　
公
共
交
通
案
内
シ
ス
テ

ム
を
現
在
の
港
湾
セ
ン
タ
ー

か
ら
４
月
１
日
供
用
開
始
の

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

移
設
す
る
が
、
移
設
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
の
中
断
期
間
及
び

市
民
へ
の
周
知
は
。 

 

答
　
工
事
の
進
捗
に
あ
わ
せ
、

３
月
中
旬
以
降
に
２
日
間
か

け
て
移
設
を
想
定
し
て
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
は
広
報
等
を

利
用
し
た
い
。 

情
勢
や
国
保
世
帯
の
構
成
、 

滞
納
世
帯
の
状
況
を
考
慮
す

れ
ば
、
値
上
げ
幅
が
大
き
く
、

抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
が
大
勢
を
占
め
、
本
議

案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

      

（
歳
出
・
衛
生
費
） 

 

問
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
改
修
計

画
（
案
）
で
は
、
キ
ャ
ッ
ピ

ン
グ
工
事
を
平
成
２５
年
度
か

ら
西
方
、
東
方
同
時
に
実
施

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が 

西
方
を
先
に
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。 

 

答
　
検
討
事
項
で
は
あ
る
が
、

キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
は
跡
地
利
用

の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
先
に

雨
水
分
離
工
事
を
実
施
し
た

い
。 

 

（
議
案
第
６３
号
　
鳥
羽
市
営

住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
） 

 

鳥羽伊良湖航路 

文
教
産
業
委
員
会 
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問
　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
幸
丘
に

造
成
す
る
駐
車
場
の
台
数
が

一
世
帯
に
つ
き
一
台
と
の
こ

と
だ
が
、
来
客
者
が
車
を
停

め
る
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。 

 

答
　
５８
世
帯
の
約
１
・
５
倍

に
あ
た
る
８５
台
位
の
駐
車
場

需
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
現

在
意
向
調
査
中
で
あ
り
、
必

要
で
あ
れ
ば
駐
車
場
を
整
備

す
る
の
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

て
考
え
た
い
。 

     

議 案 質 疑 議 案 質 疑 議 案 質 疑 

農地費の委託業務内容は　農水商工課長　農地の有効利用を図る調査です 

浜 口 一 利  

鳥羽マリンタウン備品の整備とは　建設課副参事　憩いの場としての対応もします 

木 下 順 一  

 

完成間近のマリンターミナル 

田んぼの奥が耕作放棄地 

工事中の市営住宅「リバーサイド幸丘」を視察 

　
新
港
一
元
化
で
離
島
へ
の
人

だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス
、
中
ノ

郷
行
き
の
人
で
混
雑
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
な
さ
れ
る
の
か
き
き
ま
す
。 

建
設
課
副
参
事
　
待
合
部
分
は

港
湾
セ
ン
タ
ー
よ
り
狭
く
な
り

ま
す
が
、
椅
子
も
同
じ
個
数
を

配
備
し
、
畳
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳

室
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。
他
に

交
流
デ
ッ
キ
の
備
品
も
揃
え
て

憩
い
の
場
と
し
て
の
配
慮
も
し

ま
す
。 

　
鳥
羽
港
開
港
記
念
事
業
に
つ

い
て
き
き
ま
す
。 

建
設
課
副
参
事
　
鳥
羽
の
玄
関

口
の
多
機
能
交
流
施
設
で
す
の

で
、
定
期
的
に
催
し
物
が
計
画

で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
（
緑 

地
広
場
も
含
む
）、開
港
を
記
念

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
ま

す
。 

 

　
農
地
利
用
状
況
実
態
調
査
業

務
の
目
的
と
内
容
は
。 

農
水
商
工
課
長
　
国
の
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
活
用
し
て
、
鳥

羽
市
の
農
地
利
用
状
況
を
調
査

し
、
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の

実
態
調
査
で
、
農
業
振
興
地
域

内
の
農
地
に
つ
い
て
、
一
筆
ご

と
に
耕
作
、
休
耕
、
放
棄
等
の

利
用
状
況
を
調
査
す
る
と
共
に
、

農
地
所
有
者
が
農
地
の
集
約
・

集
積
等
に
つ
い
て
の
協
力
度
や

貸
借
等
の
意
思
に
つ
い
て
も
調

査
す
る
も
の
で
す
。 

　
調
査
結
果
の
活
用
方
法
は
。 

農
水
商
工
課
長
　
休
耕
地
や
放

棄
地
の
調
査
結
果
は
、
国
の
補

助
事
業
に
も
あ
る
農
地
利
用
集

積
事
業
の
推
進
や
耕
作
放
棄
地 

再
生
利
用
緊
急
対
策
事
業
の
取 

組
み
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て 

い
ま
す
。 

 

繰越金等の基金積み立ては適正か　市長　本市の積立金は非常に少ない 

村 山 俊 幸  　
今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
基
金

積
立
金
２
億
５
０
０
０
万
円
に

つ
い
て
、
積
み
立
て
た
理
由
は

何
で
す
か
。
何
故
こ
の
よ
う
な

時
期
な
の
で
す
か
。 

 

企
画
財
政
課
長
　
平
成
２１
年
度

の
繰
越
金
と
人
事
院
勧
告
に
よ

る
人
件
費
の
減
額
分
を
基
金
の

充
実
の
た
め
、
平
成
２２
年
度
の

お
お
よ
そ
の
決
算
を
見
込
ん
で

今
議
会
と
し
ま
し
た
。 

 

　
市
の
積
み
残
し
事
業
、
懸
案

事
業
へ
の
充
当
を
考
え
な
か
っ

た
の
で
す
か
。 

 

市
長
　
市
の
財
政
規
模
に
応
じ

た
適
正
な
額
か
ら
考
え
る
と
、

本
市
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
か

ら
決
断
し
ま
し
た
。 

 

　　基　金　の　名　称 
 
鳥 羽 市 都 市 開 発 基 金 
 
鳥 羽 市 財 政 調 整 基 金 
鳥　羽　市　減　債　基　金 
鳥 羽市職員退職手当基金 
鳥　羽　市　奨　学　基　金 
鳥 羽市ふるさと創生基金 
鳥　羽　市　福　祉　基　金 
鳥 羽 市 庁 舎 等 改 修 基 金 
鳥羽市中山間ふるさと水と土保全基金 
鳥羽市国民健康保険支払準備基金 
鳥羽市国民健康保険高額医療費資金貸付基金 
鳥羽市国民健康保険出産費資金貸付基金 
鳥羽市介護保険給付準備基金 
鳥羽市介護従事者処遇改善臨時特例基金 
鳥羽市定期航路事業職員退職手当基金 
鳥羽市定期航路事業減債基金 
鳥 羽 市 観 光 振 興 基 金 
　　　　合　　　　計 
 

種　別 
土　地 
債　権 
 
 
 
 
 
 
 
 
現　金 
 
 
 
 
 
 
 
 
現　金 

残　　　高　 
1,175,94m2 

0円 
359,469,786円 
319,440,750円 
131,442,269円 
40,072,208円 
1,666,941円 

133,595,283円 
72,744,227円 
249,546,463円 

558,984円 
162,145,163円 
25,429,720円 
3,008,538円 
161,623円 
8,301,203円 
516,658円 

24,438,691円 
266,483,609円 
1,799,022,116円 

基金の状況（平成22年9月30日現在） 
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この議会で審議した案件と結果 

賛成多数可決 
  
全員賛成可決 
  
全員賛成可決 
  
全員賛成可決 
  
全員賛成可決 
  
賛成少数否決 
  
全員賛成可決 
  
全員賛成可決 
  
全員賛成可決 
  
全員賛成可決 
  
賛成多数可決 
  
全員賛成可決 
  
全員賛成同意 
  
全員賛成同意 
  
全員賛成可決 
 

  議案番号 　　　　　　　　　　　 　　　件　　　　　　　　　　名 　　　　　　　　　　　　   結     果 

平成２２年度鳥羽市一般会計補正予算（第４号） 
  
平成２２年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 
  
平成２２年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 
  
平成２２年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算（第１号） 
  
平成２２年度鳥羽市老人保健医療特別会計補正予算（第１号） 
  
鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について 
  
鳥羽市営住宅管理条例の一部改正について 
  
市の区域内に新たに生じた土地の確認について 
 
字の区域の変更について 
  
公有水面埋立てに関する意見について 
  
指定管理者の指定について 
  
鳥羽市基本構想の改定について 
  
教育委員会委員の任命について 
  
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
  
鳥羽市議会基本条例の制定について 

議案第５７号 
  
議案第５８号 
  
議案第５９号 
  
議案第６０号 
 
議案第６１号 
 
議案第６２号 
  
議案第６３号 
  
議案第６４号 
  
議案第６５号 
  
議案第６６号 
  
議案第６７号 
  
議案第６８号 
  
議案第６９号 
  
諮問第 ２ 号 
  
発議第１２号 
 

※1４議案を可決 １議案を否決 

一人あたりの増税額はいくらか　市民課長　２万１４５０円です 
戸 上 幸 子  改

正
に
よ
る
増
税
額
は
。 

市
民
課
長
　
４
人
家
族
標
準
世

帯
で
、
１
人
あ
た
り
２
万
１
４

５
０
円
、
世
帯
あ
た
り
８
万
５

８
０
０
円
増
額
で
す
。 

　
市
は
法
が
定
め
た
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
を
カ
ッ
ト
し
ま

し
た
。
総
額
は
。 

市
民
課
長
　
平
成
１７
年
か
ら
１

億
５
９
０
０
万
円
で
す
。 

　
国
保
会
計
が
厳
し
い
今
、
カ

ッ
ト
額
は
返
す
べ
き
で
す
。 

副
市
長
　
平
成
２３
年
、
２４
年
で

返
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
歳
入
に
は
明
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
値
上
げ
し
て

赤
字
が
出
た
ら
補
填
、
こ
れ
で

は
国
保
世
帯
は
納
得
し
ま
せ
ん
。

き
ち
ん
と
返
し
、
運
協
に
資
料

を
提
出
し
吟
味
を
お
願
い
す
る

べ
き
で
す
。 

副
市
長
　
運
協
を
も
う
一
度
開

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
討
　
論 

 

戸
上
幸
子
議
員 

　
《
　
反
　
対
　
》 

○
議
案
第
５７
号
　
平
成
２２
年

度
鳥
羽
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
　

　
《
趣
旨
》 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

子
宮
け
い
が
ん
ほ
か
無
料
予

防
接
種
な
ど
市
民
待
望
の
施

策
を
盛
り
込
ん
で
お
り
評
価

で
き
ま
す
が
、
２
億
５
０
０

０
万
円
も
の
基
金
積
立
金
に

は
反
対
で
す
。
地
域
経
済
の

状
況
は
緊
急
施
策
を
必
要
と

し
て
お
り
、
基
金
と
し
て
た

め
込
む
よ
り
財
政
出
動
こ
そ

必
要
で
す
。 

  

○
議
案
第
６２
号
　
鳥
羽
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

　
《
趣
旨
》 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
１
人

２
万
円
も
の
増
税
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
法
で
定
め
た
基

準
額
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り

出
し
て
い
れ
ば
国
保
会
計
は

来
年
度
ま
で
黒
字
で
推
移
し

ま
し
た
。
本
市
の
国
保
会
計

へ
の
冷
た
さ
は
際
立
っ
て
い

ま
す
。
国
保
運
協
に
対
し
て

も
最
低
限
必
要
な
資
料
さ
え

提
出
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ん
な
条
例
を
上
程
し
た
責

任
は
行
政
当
局
に
あ
り
ま
す

が
、
市
長
の
撤
回
表
明
を
認

め
ず
議
案
に
し
、
質
疑
に
も

立
た
な
い
議
員
の
責
任
も
ま

た
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

  

　
人
　
事 

  　
教
育
委
員
会
委
員
任
命

に
同
意 

  　
山
下
隆
広
氏
（
答
志
町
） 

   

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
同
意 

  　
勢
力
　
敏
氏
（
安
楽
島
町
） 

 

国保法第１条「社会保障及び国民 
保健」のための制度と規定 
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討 

論 

妊
婦
検
診
の
交
通
費
支
援
を 

市
長
　
平
成
２３
年
度
実
現
に
向
け
て
進
め
た
い 

３０万円上乗せ住宅 
耐震助成活用を 
建設課長　 
積極活用し耐震化を促進したい 

戸
上
幸
子 

一般質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  
南鳥羽地区に消防分署を　市長　大変難しいと考えています 

寺
本
春
夫 

　
南
鳥
羽
地
区
の
救
急
医
療

体
制
を
き
き
ま
す
。 

　
１
年
間
の
救
急
出
動
件
数

と
市
全
体
に
占
め
る
割
合
並

び
に
現
場
到
着
ま
で
の
時
間

と
病
院
ま
で
の
搬
送
時
間
は
。 

 
消
防
長
　
平
成
２１
年
の
出
動

件
数
と
割
合
は
、
１
８
７
件

で
１６
％
で
す
。
救
急
車
の
現

場
到
着
ま
で
は
、
長
岡
１８
・

８
分
、
鏡
浦
１６
・
７
分
で
あ

り
、
病
院
ま
で
は
長
岡
４６
・

９
分
、
鏡
浦
３９
・
２
分
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

　
鏡
浦
、
長
岡
地
区
に
消
防

分
署
の
設
置
の
考
え
は
。 

 

市
長
　
必
要
と
な
る
消
防
職

員
の
人
件
費
を
含
む
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、 

分
署
の
設
置
を
実
現
さ
せ
る

に
は
大
き
な
財
政
負
担
を
担

う
こ
と
か
ら
、
大
変
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
今
浦
へ
診
療
所
の
開
設
の

陳
情
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
４
月
か
ら
診
療
開
始
が

で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
お

願
い
し
ま
す
。 

        

　
鳥
羽
少
年
探
偵
団
で
、
御

木
本
幸
吉
翁
が
思
想
面
で
影 

響
を
受
け
た
人
物
と
し
て
、

二
宮
金
次
郎
の
学
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
影
響
は
。 

 
教
委
総
務
課
長
　
二
宮
金
次

郎
が
農
村
を
荒
廃
か
ら
救
う

た
め
尽
力
し
た
こ
と
、
金
次

郎
を
尊
敬
し
た
御
木
本
幸
吉

翁
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会

に
貢
献
を
し
、
そ
の
こ
と
を

誇
示
し
な
か
っ
た
こ
と
を
学

び
、
社
会
貢
献
の
尊
さ
を
感

じ
ら
れ
た
こ
と
が
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
一
番
の
影
響
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

　12月７日～８日に８人の議員が一般

質問を行いました。 

 質問と答弁の概要をお知らせします 。 

第4回定例会 

旧鳥羽小学校の二宮金次郎像 

ここが聞きたい
 

鳥羽の大切な高校生　673人 

子どもたちへの影響は　教委総務課長　 社会貢献の尊さを感じました 

　
妊
婦
健
診
時
の
交
通
費
支

援
を
提
案
し
ま
す
。
平
成
１１

年
度
、
２１
年
度
の
出
生
数
の

現
状
は
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
平
成
１１
年

度
は
２
１
５
人
。
２１
年
度
は

１
３
４
人
で
す
。 

 

　
こ
の
１０
年
で
３８
％
減
。
い

か
に
妊
婦
さ
ん
を
大
事
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
端

的
に
あ
ら
わ
す
数
字
で
す
。

い
つ
実
施
し
ま
す
か
。 

 

市
長
　
平
成
２３
年
度
実
現
に

む
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。 

 

　
高
校
生
の
通
学
交
通
費
支

援
に
つ
い
て
、
現
在
の
高
校

生
徒
数
と
通
学
先
は
。 

 

教
委
総
務
課
長
　
市
内
２
１

２
人
、
市
外
４
６
１
人
、
合

計
６
７
３
人
で
す
。 

 

　
も
っ
と
も
通
学
費
用
が
高

い
ケ
ー
ス
は
。 

 

教
委
総
務
課
長
　
神
島
か
ら

伊
勢
市
内
の
高
校
へ
通
学
す

る
生
徒
で
年
額
２４
万
円
で
す
。 

 

　
仮
に
自
宅
か
ら
通
学
先
高

校
ま
で
の
交
通
費
が
、
月
額

１
万
円
を
超
え
る
部
分
を
全

額
補
助
し
た
場
合
、
必
要
な

予
算
は
。 

 

教
委
総
務
課
長
　
６
６
０
万

円
で
す
。 

 

　
「
第
５
次
総
合
計
画
」
に

て
ら
し
て
も
、
高
校
生
へ
の

支
援
が
大
事
な
と
き
で
は
。 

 

市
長
　
人
口
減
対
策
上
も
若

い
子
ら
へ
の
支
援
は
効
果
が

あ
り
今
後
の
検
討
課
題
で
す
。 

 

　
個
人
負
担
の
軽
減
額
は
。 

 

建
設
課
長
　
約
３０
万
円
で
す
。

現
行
と
合
わ
せ
約
１
０
０
万

円
の
公
的
支
援
で
す
。
業
界

に
も
経
済
波
及
効
果
が
あ
り
、

積
極
活
用
し
住
宅
耐
震
化
を

促
進
し
た
い
。 
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学校等の統合に関する長期計画は 
教育長　策定に向けて検討します 

野 村 保 夫 

       

　
教
育
委
員
会
の
学
校
の
統

廃
合
に
関
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
ま

す
か
。 

 

教
育
長
　
こ
こ
３０
年
間
で
６

校
の
閉
鎖
と
１
校
の
新
設
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
統
廃

合
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た

も
の
で
は
な
く
、
人
口
減
等

に
よ
り
そ
の
都
度
地
域
の
方

に
理
解
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

 

　
生
徒
数
の
減
少
で
ク
ラ
ブ

活
動
も
出
来
な
い
状
態
に
な

っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
は

な
い
で
す
か
。 

 

教
育
長
　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
に
向
け
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。
策
定
す
る
ま
で
は
離

島
の
学
校
を
除
き
、
小
学
校

は
３
複
式
学
級
が
恒
常
的
に 

 

続
き
、
さ
ら
に
入
学
児
童
が

０
の
時
に
は
統
廃
合
し
ま
す
。 

中
学
校
で
は
１
学
年
で
２０
人

を
割
り
、
部
活
動
の
選
択
が

出
来
な
く
な
り
、
チ
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
が
出
来
な
く
な
っ
た

時
に
は
地
域
や
保
護
者
に
理

解
を
求
め
統
廃
合
を
推
進
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
安
楽
島
保
育
所
を
建
替
え

の
予
定
で
す
が
、
船
津
保
育

所
と
の
統
合
は
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
安
楽
島
保

育
所
、
船
津
保
育
所
を
統
合 

す
る
と
１
６
０
人
規
模
に
な

っ
て
し
ま
い
、
ゆ
と
り
の
無

い
保
育
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
現
在
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。 

坂 倉 広 子  

男女共同参画基本計画は 
市民課長　第２期ほほえみプランを策定した 

 

　
安
心
し
て
妊
娠
出
産
が
で

き
る
体
制
を
。 

 

健
康
福
祉
課
副
参
事
　
公
費

負
担
で
実
施
し
ま
す
。 

 

　
白
血
病
な
ど
を
引
き
起
こ

す
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
（
ヒ
ト
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
）
の
母

子
感
染
予
防
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
妊
婦

さ
ん
に
周
知
を
。 

  　
そ
の
他
、
読
み
が
困
難
な

児
童
の
た
め
の
学
習
支
援
に

つ
い
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

デ
イ
ジ
ー
を
質
問
し
ま
し
た
。 

男女共同参画基本計画 
「ほほえみプラン」 

次年度国崎小と統合する弘道小 

　
基
本
法
が
成
立
し
て
１０
年
、

平
成
２０
年
度
、
計
画
の
見
直

し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
分
析
、

結
果
は
。 

 

市
民
課
長
　
男
女
共
同
参
画

の
認
知
度
は
５
人
に
１
人
は

認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
家
庭

生
活
の
役
割
意
識
に
対
し
て

男
女
の
考
え
方
に
差
異
が
あ

り
ま
す
。
働
き
続
け
た
い
が

家
庭
の
理
解
、
協
力
が
得
ら

れ
な
い
、
育
児
休
業
、
保
育

内
容
が
十
分
で
な
い
、
介
護

を
担
う
の
は
女
性
と
し
て
止

む
を
得
な
い
こ
と
等
、
仕
事
、

家
庭
、
子
育
て
の
た
め
に
何

ら
か
の
支
援
や
協
力
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。 

           

　
条
例
制
定
の
考
え
は
。 

 

市
民
課
長
　
平
成
２３
年
度
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

市
長
　
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
女
性
の
参
画
は
市
民
生

活
の
様
々
な
分
野
で
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
男
女
の
平
等

意
識
を
醸
成
し
、
よ
り
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。 

妊婦健康診断は重要です 
健康福祉課副参事　公費負担します 
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ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
の
道
路
冠
水
対
策
は 

建
設
課
長
　
計
画
を
立
て
改
善
し
て
い
き
ま
す 

松 井 一 弥  

イベント情報の一元化を 
総務課長　新しいホームページで実現します 

中村欣一郎 

　
市
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
一
元
化
で
き
ま
せ
ん
か
。 

 

総
務
課
長
　
４
月
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
る
予

定
で
す
。
そ
の
中
の
カ
レ
ン

ダ
ー
機
能
で
イ
ベ
ン
ト
情
報

が
一
元
化
さ
れ
、
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

　
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
鳥

羽
駅
前
で
の
観
光
情
報
は
十

分
で
す
か
。
ま
た
着
地
型
観

光
の
拠
点
と
し
て
ゆ
っ
く
り

腰
を
落
ち
着
け
る
ス
ペ
ー
ス

が
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

 

観
光
課
長
　
市
の
観
光
案
内

所
で
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
繋
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
階
段
下
の
案
内

所
前
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
は
雨

風
や
暑
さ
寒
さ
の
対
策
を
望

む
声
も
頂
い
て
い
ま
す
の
で

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

     

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
運

動
施
設
の
情
報
を
も
っ
と
充

実
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
市

民
が
応
援
や
観
戦
に
駆
け
つ

け
市
全
体
の
活
性
化
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。 

 

教
委
総
務
課
長
　
よ
り
充
実

さ
せ
ま
す
。 

 

　
市
民
会
議
や
審
議
会
な
ど
、

参
加
や
傍
聴
可
能
な
会
議
も

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に
載

せ
て
は
ど
う
で
す
か
。 

 
総
務
課
長
　
市
民
向
け
会
議

の
一
元
化
を
検
討
し
た
い
。 

 

　
情
報
に
刺
激
さ
れ
て
市
民

が
市
内
を
行
き
交
え
ば
、
か

も
め
バ
ス
や
定
期
船
の
利
用

に
も
繋
が
り
、
市
全
体
が
活

性
化
し
ま
す
。
他
の
課
の
事

業
も
よ
く
わ
か
り
、
役
所
の

活
性
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

　
特
に
大
明
東
、
大
明
西
町

で
の
冠
水
は
、
加
茂
干
拓
地

排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
の
能
力

等
に
問
題
は
無
か
っ
た
の
か
、

住
民
生
活
に
不
安
や
支
障
を

き
た
し
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。
何
か
対
策
は
考
え

て
い
ま
す
か
。
　 

 

建
設
課
長
　
設
置
当
時
は
、

干
拓
地
面
積
４８
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
対
象
と
し
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
１
時
間
に
１５
ミ
リ

程
度
の
雨
は
処
理
で
き
る
も

の
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

既
設
の
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
も

昭
和
３７
年
製
造
の
も
の
で
古 

  

 

く
、
ま
た
昭
和
５６
年
以
降
に

背
後
地
の
山
間
部
に
多
く
の 

宅
地
造
成
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
で
は
、
１
９

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
排
水
を
処

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
て
、
今
後
こ
の
地
域

の
浸
水
対
策
の
計
画
を
立
て
、

こ
の
計
画
を
基
に
改
善
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
中
豪
雨
が
予
想
さ

れ
る
時
に
は
、
早
め
に
排
水

ポ
ン
プ
を
稼
動
さ
せ
る
と
共 

      

 

に
道
路
冠
水
が
起
こ
り
う
る

箇
所
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー 

ル
し
、
通
行
止
め
等
の
対
策

を
早
め
に
行
う
こ
と
に
よ
り

住
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活

で
き
る
よ
う
務
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
そ
の
他
、
相
差
町
池
中
の

排
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
も
能

力
等
に
問
題
は
な
か
っ
た
か

今
後
の
対
策
等
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。 

 
市議会ホームページのカレンダー 

大明東町の加茂干拓地排水機場 
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一宿一品運動で鳥羽観光活性化を 
市長　「一宿一品運動」しっかり協議したい 

山 本 泰 秋  

       

　
鳥
羽
観
光
の
目
玉
は
、
や

は
り
「
食
」
と
「
景
観
」
だ

と
思
い
ま
す
。
特
に
観
光
客
、

宿
泊
客
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

鳥
羽
へ
の
観
光
目
的
で
群
を

抜
い
て
ト
ッ
プ
な
の
が
「
お

い
し
い
も
の
が
食
べ
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の

裏
腹
で
宿
泊
客
の
満
足
度
は

８
・
２
％
と
非
常
に
低
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
「
食
」
に
期
待
し

て
鳥
羽
に
来
て
く
れ
る
宿
泊

客
の
ニ
ー
ズ
に
ほ
と
ん
ど
応

え
て
い
な
い
結
果
で
は
な
い

か
と
考
え
、
先
の
６
月
議
会

で
は
、
こ
う
し
た
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
地

場
の
出
来
れ
ば
旬
の
食
材
を

必
ず
一
品
は
食
べ
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
し
て
、

「
一
宿
一
品
運
動
」
を
提
唱

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、

「
一
宿
一
品
運
動
」
の
具
体

的
な
展
開
等
に
つ
い
て
次
の

点
を
質
問
し
ま
し
た
。 

　
一
宿
一
品
運
動
の
展
開
を

図
る
た
め
に
、（
仮
称
）「
一

宿
一
品
運
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
て
は
ど

う
で
す
か
。 

 

市
長
　
「
一
宿
一
品
運
動
」

の
方
策
、
仕
組
み
づ
く
り
等

に
つ
い
て
し
っ
か
り
協
議
を

し
た
い
。 

 

　
市
民
、
観
光
客
を
巻
き
込

む
よ
う
な
地
産
地
消
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
出
来
な
い
で
す

か
。 

 

農
水
商
工
課
長
　
有
機
栽
培

を
含
め
、
「
市
民
農
園
」
の

増
設
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。 

総合計画の進行管理は 
企画財政課長　市民協働の新たな協議会を 

　
今
議
会
に
第
５
次
総
合
計

画
の
基
本
構
想
が
上
程
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
総
合
計

画
は
、
つ
く
る
計
画
か
ら
実

行
す
る
計
画
へ
の
転
換
で
あ

り
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
計
画

を
立
案
し
、
評
価
し
、
修
正

あ
る
い
は
撤
回
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画

そ
の
も
の
の
質
が
保
証
さ
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
こ
の
計
画
案
は
、
ど
の

よ
う
な
策
定
プ
ロ
セ
ス
を
得

て
作
ら
れ
た
の
で
す
か
。 

 

企
画
財
政
課
長
　
市
民
、
学

識
経
験
者
及
び
市
職
員
か
ら

な
る
総
勢
６０
名
の
提
言
市
民

会
議
を
８
回
開
催
し
、
そ
れ

を
審
議
会
に
４
回
掛
け
協
議

し
て
も
ら
い
、
出
来
上
が
っ

た
も
の
で
す
。 

         

　
市
民
に
対
す
る
広
報
、
そ

し
て
市
民
に
よ
る
基
本
計
画

の
進
行
管
理
は
ど
う
す
る
の

で
す
か
。 

 

企
画
財
政
課
長
　
概
要
版
を

作
成
し
、
進
行
管
理
は
新
た

な
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。 

 

　
計
画
は
、
財
政
の
裏
付
け

が
な
け
れ
ば
絵
に
書
い
た
餅

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
点
は

ど
う
で
す
か
。 

 

企
画
財
政
課
長
　
実
施
計
画

を
作
成
す
る
中
で
、
中
期
財

政
見
通
し
を
立
て
、
計
画
的

な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き

た
い
。 

  　
他
に
は
、
全
体
に
市
民
に

と
っ
て
見
や
す
い
分
り
や
す

い
計
画
案
に
す
る
べ
き
と
か
、

産
業
振
興
部
分
の
踏
み
込
み

不
足
と
か
、
市
長
の
任
期
に

合
わ
せ
、
計
画
年
数
を
前
後

期
４
年
に
し
て
は
ど
う
か
と

提
案
し
ま
し
た
。 

村
山
俊
幸 

第五次総合計画策定体制 

日和山から観た豊かな海「鳥羽湾」 
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あれはどうなったん？ あれはどうなったん？ あれはどうなったん？ 
 鳥羽市議会基本条例は、平成２２年第４回定例会において、全議員提出による発議の結果、 
可決、制定され、平成２３年４月１日から施行されます。 

 

第１章 総則 
（目的） 
第1条　この条例は、市政の情報公開と市民参加を原則とした、自主自立の地域主権時代にふさわしい、
　市民に身近な議会及び議員の活動の活性化と充実のために、必要な議会運営の基本事項を定めること
　により、市民が安全、安心に生活できる豊かなまちづくりの実現に寄与することを目的とする。 
（議会の活動原則） 
第2条　議会は、市民を代表する議決機関であることを常に自覚して、公正性及び透明性を確保し、市
　長等の市政運営状況を監視するものとする。 
　2　議会は、責任ある議会として、市民の多様な意見を把握して市政に反映させるために、必要な政
　　策を自ら立案し、又は市長等に提案することにより、市民と一緒にまちづくりの活動に取り組むも
　　のとする。 
　3　議会は、市民に開かれた議会を目指して、情報公開により一層取り組むとともに市民に対して議
　　会の議決又は運営について、その経緯、理由等を説明する責任を果たすものとする。 
　4　議会は、市民にわかりやすい議会運営を行うために、この条例に規定するもののほか、議会運営
　　の基本となる鳥羽市議会会議規則（昭和42年議会規則第1号）、鳥羽市議会委員会条例（昭和42
　　年条例第20号）及び議会内での申合せ事項を継続的に見直すものとする。 
　5　議会は、市民の傍聴の意欲を高めるような議会運営に努めるものとする。 
（議員の活動原則） 
第3条　議員は、議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを十分に認識し、議員相互の
　自由な討議を尊重するものとする。 
　2　議員は、議会の構成員として、一部団体及び地域の代表にとらわれず、市民全体の福利の向上を
　　目指して活動しなければならない。 
　3　議員は、市政全般についての課題及び市民の意見、要望等を的確に把握するとともに、自己の能
　　力を高める不断の研さんに努め、市民の代表としてふさわしい活動をするものとする。 
第2章　市民と議会の関係 
（市民参加及び市民との連携） 
第4条　議会は、議会の活動に関する情報公開を徹底するとともに、市民に対する説明責任を十分に果
　たさなければならない。 
　2　議会は、本会議のほか、すべての会議を原則公開するものとする。 
　3　議会は、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委員会」という。）における参考
　　人制度及び公聴会制度を活用して、市民の専門的又は政策的識見等を議会の討議に反映させるよう
　　努めるものとする。 
　4　議会は、市民との意見交換の場を多様に設け、議員の政策立案能力を強化するとともに、政策提
　　案の拡大を図るものとする。 
　5　議会は、請願及び陳情を市民による政策提案と位置づけるとともに、その審議においては、これ
　　ら提案者の意見を聴く機会を設けるよう努めなければならない。 
　6　議会は、市政の諸課題に柔軟に対処するため、市政全般にわたって、市民及び議員が情報及び意
　　見を交換する議会報告会並びに意見交換会を行うものとする。 
第3章　市長等と議会及び議員の関係 
 （緊張感の保持） 

鳥羽市議会基本条例 

追跡！ 追跡！ 
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第5条　議案審議において、議員と市長等の長及びその職員は、緊張感の保持に努めなければならない。 
　2　議会の一般質問においては、広く市政上の論点及び争点を明確にするため、一問一答の方式で行
　　う。 
　3　市長等の長及びその職員は、議員の質問等に対して、議長の許可を得て反問することができる。 
（市長による政策の形成過程の説明） 
第6条　議会は、市長が提案する政策について、より一層、深まりのある議論ができるように、市長に
　対して、次に掲げる事項の説明に努めるよう求めるものとする。 
　 (１)　 重要な政策の発生源 
　 (２) 　提案に至るまでの経緯 
　 (３)　 他の自治体の類似する政策との比較検討 
　 (４) 　市民参加の実施の有無及びその内容 
 　(５)　 総合計画との整合性 
　 (６) 　財源措置 
　 (７) 　将来にわたる費用対効果 
　2　議会は、前項の政策の提案を審議するに当たっては、立案及び執行における論点及び争点を明ら
　　かにするとともに、執行後における政策評価に資する審議に努めるものとする。 
（予算及び決算における政策説明資料の作成） 
第7条　議会は、市長が予算案及び決算を議会に提出し、議会の審査に付すに当たっては、前条の規定
　に準じて市長に対し施策別又は事業別の政策説明資料の作成に努めるよう求める。 
（法第96条第2項の議決事件） 
第8条　法第96条第2項の規定に基づく議会の議決事件は、次の各号に掲げるとおりとし、市政全般に
　わたり重要な計画などについて、議会と市長等がともに市民に対する責任を担いながら、計画的かつ
　市民の視点に立った透明性の高い市政の運営に資するものとする。 
　(１)　法第２条第４項に規定する基本構想に基づく基本計画 
　(２)　前号に掲げるもののほか、市政の各分野における、政策及び施策の基本的な方向を定める計画、
　　　指針その他これらに類するものに関すること（行政内部の管理にかかる計画、特定の地域を対象
　　　とする計画及び計画期間が５年未満の計画を除く。）で、次に掲げるもの 
　　ア　鳥羽市行政改革大綱 
　　イ　鳥羽市総合保健福祉計画 
　　ウ　鳥羽市観光基本計画 
　　エ　鳥羽市都市マスタープラン 
　　オ　アからエまでに掲げるもののほか、議長が必要と認める計画 
　(３)　市が他団体と結ぶ提携又は協定のうち、予算を伴うもの 
第4章　討論の拡大 
（討論による合意形成） 
第9条　議会が議員による討論の場であることを認識し、議長は、議員相互の討論を中心とした運営に
　努めるものとする。 
　2　議会は、本会議及び委員会において議員提出、委員会提出及び市長提出の議案並びに市民提案に
　　関して審議し結論を出す場合、議員相互において十分な討論、議論を尽くして合意形成に努めると
　　ともに、その結果について市民に対して説明責任を果たさなければならない。 
　3　議員は、前２項による議員相互の討論を拡大するため、政策、条例、意見書等の議案を積極的に
　　提出するよう努めるものとする。 
第5章　委員会の活動 
（委員会の適切な運営） 
第10条　議会は、社会経済情勢等により新たに生じる行政課題等に迅速かつ的確に対応するため、委員
　会の専門性と特性をいかし適切な運営に努めなければならない。 
　2　委員会は、市民からの要請に応じ、審査の経過を説明するとともに、市民及び議員が自由に情報
　　及び意見を交換する懇談会等を積極的に行うよう努めるものとする。 
第6章　議会及び議会事務局の体制整備 
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（議員研修の充実強化） 
第11条　議会は、議員の資質並びに政策形成及び立案能力の向上を図るため、議員研修の充実強化に努
　めるものとする。 
（議会事務局の体制整備） 
第12条　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上を図るため、議会事務局の調査及び法務機能の充
　実強化を図るよう努めるものとする。 
（議会図書室の設置及び公開） 
第13条　議会に、議会図書室（以下「図書室」という。）を設置する。 
　2　図書室は、議員のみならず、誰もがこれを利用できるものとする。 
　3　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上を図るため、図書の充実に努めるものとする。 
（議会広報の充実） 
第14条　議会は、市政に係る重要な情報を議会独自の視点から、常に市民に対して公表するとともに、
　市民からの意見、要望等を取り上げ、その内容及び対応について定期的に市民に周知するよう努める
　ものとする。 
　2　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用することにより、多くの市民が議会と
　　市政に関心を持つよう議会広報活動に努めるものとする。 
第7章　議員の政治倫理、身分及び待遇 
（議員の政治倫理） 
第15条　議員の政治倫理は、別に条例で定める。 
　2　議員は、市民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚するとともに、別に定める条例を規範と
　　し、遵守しなければならない。 
（議員定数） 
第16条　議員定数は、別に条例で定める。 
　2　議員定数の改正に当たっては、行財政改革の視点及び他市との比較だけでなく、市政の現状及び
　　課題並びに将来の予測及び展望を十分に考慮するとともに、市民の意見を聴取するため、参考人制
　　度、公聴会制度等を十分に活用するものとする。 
（議員報酬） 
第17条　議員報酬は、別に条例で定める。 
　2　議員報酬の改正に当たって、議員が提案する場合は、行財政改革の視点及び他市との比較だけで
　　はなく、市政の現状及び課題並びに将来の予測及び展望を十分に考慮するとともに、市民の意見を
　　聴取するため、参考人制度、公聴会制度等を十分に活用するものとする。 
第8章　最高規範性と見直し手続 
（最高規範性) 
第18条　この条例は、議会における最高規範であって、議会は、この条例の趣旨に反する議会に関係す
　る条例、議会規則、議会告示等（以下「議会関係条例等」という。）を制定してはならない。 
　2　議会は、議員にこの条例の理念を浸透させるため、一般選挙を経た任期開始後速やかに、この条
　　例に関する研修を行わなければならない。 
（議会及び議員の責務） 
第19条　議会及び議員は、この条例の理念及び原則並びにこれらに基づいて制定される議会関係条例等
　を遵守して議会を運営し、もって市民を代表する合議制の機関として、市民に対する責任を果たさな
　ければならない。 
（見直し手続） 
第20条　議会は、必要に応じて、この条例の目的が達成されているかどうかを検証するものとする。 
　2　議会は、前項の検証の結果、議会関係条例等の改正が必要と認められる場合は、適切な措置を講
　　じるものとする。 
附 則 
　この条例は、平成23年4月1日から施行する。 
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議会報告会や意見募集で条例（案）へ寄せられた 
特徴的なご意見は…。 

　
今
号
は
４
月
施
行
の
「
議

会
基
本
条
例
」
の
全
文
を
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ

と
堅
苦
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
条
例
に
つ
い
て

は
昨
年
の
議
会
報
告
会
や
ア

ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
率
直
な
ご
質
問
や

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

　
条
例
は
市
政
チ
ェ
ッ
ク
と 

市
民
の
意
思
反
映
、
情
報
公

開
な
ど
議
会
の
役
割
を
謳
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
条
例

に
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

行
さ
れ
な
け
れ
ば
た
だ
の
絵

に
描
い
た
餅
な
の
で
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
議
会

チ
ェ
ッ
ク
力
に
よ
っ
て
、
初

め
て
生
き
た
も
の
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
自
ら

条
例
を
つ
く
っ
た
議
会
の
責

任
は
重
い
で
す
よ
ね
…
。
　 

訂
　
正 

  

※
前
号
（
第
１
３
３
号
）
表
紙
「
今
浦
朝
市
」
の
開
催
時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　  

正
し
く
は
「
朝
８
時
〜
１０
時
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

問
１
　
議
員
が
発
議
し
て
制
定
さ
れ
た
条
例

の
名
称
は
？
（
ヒ
ン
ト
・・「
こ
の
議
会
で
審
議

し
た
案
件
と
結
果
」
を
よ
く
読
ん
で
下
さ
い
） 

問
２
　
鳥
羽
市
の
中
学
校
は
全
部
で
何
校
？

（
ヒ
ン
ト
・・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
帳
に

掲
載
し
て
い
ま
す
） 

問
３
　
文
教
産
業
委
員
会
が
視
察
し
た
工
事

中
の
建
物
の
名
称
は
？
（
ヒ
ン
ト
・・
紙
面
の

中
の
写
真
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

▼
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
答
え
・
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。 

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

▼
あ
て
先
　
〒
５
１
７
―

０
０
１
１
　
鳥
羽
市

鳥
羽
３
丁
目
１
―

１
　
鳥
羽
市
議
会
事
務
局 

▼
締
切
り
　
平
成
２３
年
２
月
２８
日
（
当
日
消

印
有
効
） 

▼
解
答
と
当
選
者
は
４
月
１６
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

※
は
が
き
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
い
た

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
議
会
へ
の
ご
意
見
が

あ
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

問　条例に書かれている内容は当たり前のことで、今までこのようなことはやっていなかったのですか。 

答　条例に書かれていることの幾つかは既に実施されていますが、改めて市民の皆様と条例でお約束
　　することにより、さらに開かれた議会を目指します。 

問　条例に違反した時の罰則はありますか。また、チェックはどのようにするのですか。 

答　罰則規定はありませんが、この条例は議会における最上位の条例になりますので、常にこの条例
　　を意識した議会運営や議員活動が求められます。 

　　また、議会は必要に応じて、この条例の目的が達成されているかどうかを検証します。 

問　市民が議会に参加したり、意見を述べる機会はありますか。 

答　議会報告会など市民との意見交換の場を設けるだけでなく、議員定数、報酬の改正時も参考人制

　　度や公聴会制度を活用して市民のご意見を聴くことが義務付けられています。 

う
た 


